「イエス様の少年時代」　ルカ２：４０　　　2011年1月９日　聖日家族礼拝
今日は、少年時代のイエス様がどんなだったのか、そのことについて一緒に考えてみましょうね。

1． カニタローくんとパパが、聖書のことについて語り合っていますよ。

カニタロー「パパ、聖書にはイエス様の子供のころのことがあまり書いていないよね？」

パパ　　「そうだね、確かにあまり書かれていないね。」

2． パパ　「でもね、赤ちゃんだったイエス様は、お父さんとお母さんの愛に育まれて、すくすくと

育ったんだよ。」

３．カニタロー「なるほどー、『幼な子は、ますます成長して強くなり、知恵に満ち、そして神の恵みがその上にあった。』って、聖書に書いてあるね。でもパパ、それってどういう意味なの？

　　　　　　　　　　　　強くなったって、どういうふうに強くなったの？　知恵に満ちたって、どういう知恵があったの？」

　さあ、それってどういう意味なんだろうね？　みんなも一緒に考えてみよう！

４．一番は、「イエス様は神様を信じて強く生きて、神様を知る知恵をたくさん学んだ。」
５．二番は、「一生懸命きたえてエクササイズに励み、筋肉ムキムキの強靭な肉体の強い男に成長した。」

６．三番は、「ガリガリ勉強して知識を蓄え、嫌味なほどにみんなをバカにするような天才になった。」

７．さあ、どれが正解でしょうか？　一番「神様を信じる知恵が増して、強く生きた。」　二番「筋肉ムキムキの強い男になった。」　三番「ガリベンで知識が増えた。」

８．はい、答えは一番ですね！

カニタロー「パパ、イエス様は神様の教えに従ったから強く生きることが出来たんだね。そして、本当に賢い生き方、知恵っていうのは神様を知ることなんだね！」

９．「幼な子は、ますます成長して強くなり、知恵に満ち、そして神の恵みがその上にあった。」 ルカ２：４０
　本当の強さ、そして本当の知恵は、神様から与えられるものなのですね。
イエス様はその強さと知恵を身につけて、神様の恵みに満ちた少年時代を送られたのでした。

私たちもそんな子供でありたいですね。

おしまい。
